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来～る、きっと来る～（何が？）

　『リング』は1998年に公開された
日本のホラー映画で，印象的な主題
歌とともにかなりヒットしたので内
容をご存知の方も多いでしょう。私
は当時中学生でその原作小説であ
る『リング』『らせん』『ループ』の三
部作（鈴木光司著）を読んで感動し，
強い影響を受けました。
　なぜそれほどのめりこんだのか考
えてみると，まず，7日以内に呪い
の謎をとかないとゲームオーバとい
う迫力ある状況設定，実はこれ自体
がほぼノンフィクションであるから

でしょう。人生にタイムリミット
があるという気づきはおおむね小
学生ごろにあるものですが，私はそ
の衝撃が強く，尾を引くタイプでし
た。だいたいは夜，ふと，いつかそ
れが「きっと来る」ことが切実に意
識され，途方に暮れ，朝が待ち遠し
く，深夜に近所を散歩してしまうな
ど。
　リング三部作はそんな実存的恐怖
を刺激しかねない反面，私の心を強
く捉えたわけですが，それは，デッ
ドエンドを目の前にした登場人物た
ちが限界を超えた発想で活路を切り
開いてゆく展開への感動によるもの
だったと思います。この「発想によ
って道を切り開くことができる」と
いう信念は，考え方の基本として今
も大切にしています。ややねたば
れになりますが『リング』は心理学，
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シンギュラリティまで夏休み
島根大学医学部附属病院脳神経内科 助教

高村真広
『らせん』は医学・分子
生物学，『ループ』は物
理学・情報学がキィに
なっており，こうした
研究分野への興味や，
研究職への憧れにもつ
ながりました。とはい
え，私自身が実存的問
題を医学的，工学的に
解決するのはだいぶ難しそうだなと
いうプレッシャを感じつつ。

私はいかにして心配するのを止め
てシンギュラリティを期待するよ
うになったか

　結局その後の私は，医学でも物理
学でもなく心理学を専攻し，古本屋
や図書館に通っては下宿に帰って本
を読む，かなりのどかな部類の大学
生になりました。そしてあるきっか
けからシンギュラリティという概念
を知り，「きっと来る」が「シンギュ
ラリティの到来」というポジティブ
な響きになるという一大転回が起き
ました。
　ここでのシンギュラリティとは技
術的特異点とも呼ばれるもので，技
術の進歩が加速して予測不可能な領
域に達することを指します。特に，
人工知能が人類を超える汎用的な情
報処理能力を獲得し，しかも自らの
設計を自己改良できる段階に達する
ことで，際限なく人工知能の能力が
高まり，人類には予測不可能なスピ
ードの技術発展が起きる可能性があ

ります。近年の大規模言語モデルや
生成AIの急速な進化を目の当たりに
していると，決して非現実的ではな
い想定のように思えてきます。
　人類文明がシンギュラリティに到
ることで，医療，エネルギー，環境，
政治経済などにおけるさまざまな困
難が解決されることが期待されます。
人間のデジタル情報化によって実存
的恐怖の問題さえ解決するかもしれ
ません。もちろんこれはきわめて楽
観的な部類の想定ですし，シンギュ
ラリティがいつ，どのように到来す
るのかは本質的に予測不可能です。
それでも，その到来を気長に期待し
つつ，持続可能な社会をつくれるよ
う，自分なりの発想を尽くして役割
を全うしたいと思う日々です。すこ
し気楽に，夏休みのように。

参考資料 野尻抱介の「ぱられる・シンギュラリティ」．https://kemur.jp/tag/野尻抱介

何が来るかはお楽しみ


